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量の見込みの補正について

濁た
スタンプは 補正等によ

り確定した市の「量の見込み」

を示す。 （Ｈ２６．８．４現在）

①幼稚園及び認定こども園 （保育の必要がない児童） の現状と量の見込みの推移

国の手引きに従った量の見込み

○国の算定手順に基づき推計した結果は、 平成２７年度で１３０人、 平成３１年度で１２４人となっています。
０本市では幼稚園の児童数は３‐５歳人口の約１０％（平成２４～２６年度の平均）ですが、‘量の見込みは１割を超えているため、補正する必要があります。

【国の標準的な算定基準による量の見込み】

現状 量の見込み（人）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 １４３ １３５ １２９ １１３ １１４ １２３ １３０ １２７ １２６ １２３ １２４

利用状況及び

量の見込み

１号認定

１４３ １３５ １２９ １１３ １１４ １２３

４５ ４４ ４４ ４３ ４３

２号認定

（教育）
８５ ８３ ８２ ８０ ８１

※ 「現状」 は市内施設の公立・私立の園児数 （各年５月１日現在）。

【幼稚園の利用状況】

　　　　　　　

′ 現状 量の見込み（人）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

Ａ．利用状況及び量の見込み １４３ １３５ １２９ １１３ １１４ １２３ １３０ １２７ １２６ １２３ １２４

Ｂ． ３‐５歳人口 １，２６２ １，２２５ １，２０６ １，１７７ １，１４９ １，１４１ １，１６７ １，１４２ １，１２９ １，０９８ １，１１４

Ａ／Ｂ（％） １１．３ １１．Ｏ １０．７ ９．６ ９．９ １０．９ １１．Ｉ １１．Ｉ １１．２ １１．２ １１．Ｉ

．↓



【

　

補正後の量の見込み

　

』

○１号認定は、 幼稚園の利用実績 （３－５歳人口に対する児童数の割合 （平成２６年度、ＩＱ９％）） を推計人口 （末尾に参考資料として掲載、 以下同様）

　　

に乗 じて算出 します。

○利用実績から算出した１号認定の量の見込みには、２号認定 （教育） に相当する人数が含まれると考えられるため除外します。
０２号認定（教育） は、２号認定（教育） に相当する人数が不明であるため、 国の標準的な算出方法の結果を量の見込みとします。

現状 量の見込み（人）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 １２６ １１６ １１２ ９６ ９７ １２３ １２６ １２３ １２２ １１８ １２０

利用状況及び

量の見込み

１号認定

１２６ １１６ １１２ ９６ ９７ １２３

４１ ４０ ４０ ３８ ３９

２号認定

（教育）
８５ ８３ ８２ ８０ ８１

【補正後の量の見込み】

※量の見込み

　

＝

　

推計人ロ

　

× （幼稚園児童数／３‐５歳人口）

２



②認定こども園 （保育の必要な児童） 及び保育所の現状と量の見込みの推移

煙 の手引き‘こ従った量の見込

○国の算定手順に基づき推計した結果は、 平成２７年度で１，５３７人、 平成３１年度で１，４６８人となっており、 平成２６年実績と比較すると、１６０～２３０人

　

程度多くなっています。 特に３号認定 （０歳） で１０倍以上かい離しており、 量の見込みを補正する必要があります。

【国の標準的な算定基準による量の見込み】

現状 量の見込み（人）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 １，３２６ １，３２２ １，３２５ １，３１４ １，３２７ １，３０１ １，５３７ １，５３０ １，５０７ １，４７０ １，４６８

利用状況
及び量の
見込み

２号認定（保育）

（３－５歳）
１，０７３ １，０５８ １，０６７ １，０６６ １，０３９ １，０１３ ８８５ ８６６ ８５６ ８３２ ８４５

３号認定（０歳） ７ ７ １４ １２ １４ １１ １４５ １４２ １３８ １３６ １３３

３号認定（１－２歳） ２４６ ２５７ ２４４ ２３６ ２７４ ２７７ ５０７ ５２２ ５１３ ５０２ ４９０

※ 「現状」 は受託児童を含んだ市内入所児童数 （各年５月１日現在）

（〇



＝

　

補正後の量の見込み

　

』

○２号認定 （保育） は、 保育所の利用実績 （各年齢区分の人口に対する保育所を利用している児童の割合、 平成２６年度） を推計人口に乗じて量の見込みと

　

します。

０３号認定も同様に利用実績から量の見込みを算出します。

現状 量の見込み（人）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 １，３２６ １，３２２ １，３２５ １，３１４ １，３２７ １，３０１ １，３１５ １，３０１ １，２８４ １，２５１ １，２５９

利用状況
及び量の
見込み

２号認定（保育）

（３－５歳）
１，０７３ １，０５８ １，０６７ １，０６６ １，０３９ １，０１３ １，０３６ １，０１４ １，００２ ９７５ ９８９

３号認定（０歳） ７ ７ １４ １２ １４ １１ １１ １１ １０ １０ １０

３号認定（１－２歳） ２４６ ２５７ ２４４ ２３６ ２７４ ２７７ ２６８ ２７７ ２７２ ２６６ ２６０

【補正後の量の見込み】

※量の見込み

　

＝

　

推計人口

　

× 保育所児童数／０‐５歳人口

※各年齢区分の人口に占める保育所を利用している割合は以下の通り。

　

２号認定：８８．８％ （３‐５歳）、３号認定 （０歳）：３．１％、 ３号認定 （１‐２歳）：３７．４％

４



③時間外保育事業（０～５歳）
１１－

　

，

　

，

　　

，，

　　　　　

，
，，－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

国の手引きに従った量の見込み

　

○国の算定手順に基づき推計した結果は、 平成２７年度で１，１４６人、 平成３１年度で１，０９２人となっており、 平成２５年度実績と比較すると、４４０～５００

　

人程度多く、 補正する必要があります。

【国の標準的な算定基準による量の見込み】

現状 量の見込み（人）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 ８４９ ８０５ ６３４ ５６９ ６４９ １，１４６ １，１４１ １，１２３ １，０９６ １，０９２

利用状況及び

量の見込み

公立 ３６９ ４４５ ３３４ ２７７ ３６６
１，１４６ １，１４１ １，１２３ １，０９６ １，０９２私立 ４８０ ３６０ ３００ ２９２ ２８３

　　

補正後の量の見込み

○補正後の量の見込みは、平成２５年度実績から、保育所を利用している児童数の内、本事業の利用数の割合（平成２１年度から２５年度の平均：５３．０％）

　

を算出し、２号認定 （保育）、３号認定 （ｐ．４で算出） の児童数に乗じて算出します。

現状 量の見込み（人）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 ８４９ ８０５ ６３４ ５６９ ６４９ ６９７ ６９０ ６８０ ６６３ ６６７

利用状況
及び量の
見込み

２号認定（保育）

（３－５歳）
８４９ ８０５ ６３４ ５６９ ６４９

５４９ ５３７ ５３１ ５１７ ５２４

３号認定（０歳） ６ ６ ５ ５ ５

３号認定（１－２歳） １４２ １４７ １４４ １４１ １３８

【補正後の量の見込み】

※量の見込み

　

＝

　

２号認定 （もしくは３号認定）

　

×

　

延長保育事業の利用率

５



④放課後児童クラブ（小学「年生から小学６年生）

厘 の手引き‘こ従った量の見込

○国の算定手順に基づき推計した結果は、 平成２７年度で６０７人 （低学年：４１７人、 高学年：１９０人）、 平成３１年度で５８０人 （低学年：４０６人、 高学

　

年：１７４人） となっています。 平成２６年実績 （５月現在） で低学年を比較すると、１５０人程度多くなっており、 補正する必要があります。

【国の標準的な算定基準による量の見込み】

現状 量の見込み（人）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 １８９ ２３３ ２６３ ２６８ ２３０ ２５９ ６０７ ５９５ ５８９ ５９３ ５８０

利用状況
及び量の
見込み

開設数（か所） ８ ９ １０ １０ １０ １０ １１ １３ １５ １５ １５

登録児童数
（小学１～３年生）

１８９ ２３３ ２６３ ２６８ ２３０ ２５９ ４１７ ４０９ ４０３ ４１５ ４０６

登録児童数
（小学４～６年生）

１９０ １８７ １８６ １７８ １７４

６



Ｋ

　

補正後の量の見込み

　

』

○国の放課後児童健全育成事業に関する調査結果の利用意向率（一般市区町村） を推計人口に乗じて量の見込みを算出します。
○小学校高学年 （４～６年生） は、 さらに本市の小学生調査結果を用いて補正します。
０本市では、 小学生調査は放課後児童クラブの利用対象者全て （低学年） に調査を実施しています。 現在、 放課後児童クラブを利用している人 （低学

　

年） で、 高学年になっても利用を希望している割合を乗じて量の見込みとします。

現状 量の見込み（人）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 １８９ ２３３ ２６３ ２６８ ２３０ ２５９ ３５６ ３４９ ３４６ ３５１ ３４４

利用状況
及び量の
見込み

開設数（か所） ８ ９ １０ １０ １０ １０ １１ １３ １５ １５ １５

登録児童数
（小学１～３年生）

１８９ ２３３ ２６３ ２６８ ２３０ ２５９ ３０５ ２９９ ２９７ ３０３ ２９７

登録児童数

（小学４～６年生）
５１ ５０ ４９ ４８ ４７

【補正後の量の見込み】

※量の見込み （小学校低学年） ＝

　

推計人口

　

×

　

利用意向率 （国の調査結果：２５．９％）

※量の見込み （小学校高学年） ＝

　

推計人口

　

×

　

利用意向率 （国の調査結果：１２．１％）

　

×

　

現在、放課後児童クラブを利用している人 （低学年） で、
高学年になっても利用を希望している割合 （３３‐５％）

７



⑤子育て短期支援事業（ショートステイ）（０～５歳）

　国の手引きに従った量の見込み

○国の算定手順に基づき推計した結果は、 平成２７年度で２６人、 平成３１年度で２５人となっています。 現状では、 平成２１年度から２５年度において

　

利用者は１人 （７日利用） となっており、 量の見込みが多くなっています。
０量の見込みは現状と比較して多くなっていますが、 一定のニーズがあると考え、 算出結果を量の見込みとします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

現状 量の見込み（人日）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 Ｏ Ｏ Ｏ ７ Ｏ ２６ ２６ ２５ ２５ ２５

利用状況及び量の

　　

見込み

利用者数

（人）
Ｏ Ｏ Ｏ Ｉ Ｏ

利用日数

（日）
Ｏ Ｏ Ｏ ７ Ｏ

　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

施設数

（か所）
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

【国の標準的な算定基準による量の見込み】

８



⑥地域子育て支援拠点事業 （０～２歳）

虹国の手引き‘こ従った量の見込み』

○国の算定手順に基づき推計した結果は、 平成２７年度で１，１０７人日、 平成３１年度で１，０５３人日となっており、 平成２５年度実績と比較すると約１．３

　

倍程度多く、 補正する必要があります。

【国の標準的な算定基準による量の見込み】

現状 量の見込み（人日／月）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計（月） ６８２ ７６６ ７９８ ８７０ ７４９ １，１０７ １，１２３ １，０９９ １，０７７ １，０５３

利用状況及び量の

　　

見込み

月（人日） ６８２ ７６６ ７９８ ８７０ ７４９ １，１０７ １，１２３ １，０９９ １，０７７ １，０５３

年間（人日） ８，１８７ ９，１８９ ９，５８０ １０，４４５ ８，９８７

登録者数
（人、０－２歳）

３３１ 鋤Ｉ

※ 「現状」 は子育て学習・支援センター登録者の延参加者数 （子育て学習・支援センター事業・イベント参加数、 プレイルーム利用数、 出前ひろば参
加数）。

※本事業は０‐４歳児が対象。０‐２歳児は子育て学習・支援センターの登録率から推計。

９



　　

補正後の量の見込み

　

′

○実績から各年齢の登録率、 利用日数を算出し、 推計人口に乗じて量の見込みとします。
○登録率、 利用日数は平成２４年度、２５年度の平均を用います。

　　　　　　　　　

　 　 　 　 　　

　　　　　　　

　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

現 状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

量 の 見 込 み（人 日／月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｈ２１

　　　　

Ｈ２２

　　　　

Ｈ２３

　　　　

Ｈ２４

　　　　

Ｈ２５

　　　　

Ｈ２６

　　　　

Ｈ２７

　　　　

Ｈ２８

　　　　

Ｈ２９

　　　　

Ｈ３０ Ｈ３１

　　　　　

合 計（人 日／月）
，

　　　　　　　

６８２

　　　

７６６

　　　

７９８

　　　

８７０

　　　

７４９

　　　　　　　　

７９６

　　　

８１５

　　　

７９９

　　　

７８２ ７６５

　　　

延 べ 利 用 人 数（合 計）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７９６

　　　

８１５

　　　

７９９

　　　

７８２ ７６５

　　　

延 べ 利 用 人 数（０ 歳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９３

　　　　

９２

　　　　

８９

　　　　

８７

　　　　

８６

　

利

　　

延 べ 利 用 人 数（１ 歳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３７５

　　　

３６８

　　　

３６２

　　　

３５２ ３４６

裏

　

延べ利用人数（２歳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

３２８

　

３５５

　

３４８

　

３４３ ３３３

漫

　

登録者数（合計）（０－２歳）

　　

…

　　

３３１

　

３０１

　

－

　　

３１１

　

３１８

　

３１２

　

３０ 輔 ９

董

　

登録者数（ｏ歳） ３６

　　

３４

　　　　

矯

　　　　　　　　　

の

　

（登 録 率）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１０．６％） （１０．１％）

墨
登録者数（１歳）

　　　　　　

１４２ ・４１

　　

・４７ ・４４ ・４１ １３

　

．“

　　　

（登 録 率）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３７．３％） （４１．５％）

　　　　　　　

、

　　　

登録者数（２歳） １５３

　　　

１２６

　　　

（登 録 率）

　　　　　　　　　　　　　

ー

　　　　

－

　　　　

－

　　

（４Ｑ９％） （３３．，％）

　　

－

　　　　　

１２８

　　　

１３９

　　　

１３６

　　　

１３４

　　　

１３０

【補正後の量の見込み】

※量の見込み

　

＝

　

推計人口

　

×

　

登録率

　

×

　

１人当たり利用日数 （年間）

　

÷

　

１２か月

　　

‐各年齢の登録率は平成２４年度、２５年度の平均値 （０歳：１０．４％、 １歳：３９．４％、２歳：３７．０％）。

　　

‐１人あたり利用日数は登録者 （０－２歳）、 延べ利用者数 （０‐２歳） から算出 （平成２４年度、２５年度実績の平均値、３０．７日／年）。
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⑦一時預かり事業

１１「幼稚園における在園児を対象とした一時預かり」（３～５歳）

”国の手引きに従った量の見込み』

○国の算定手順に基づき推計した結果は、 平成２７年度で２３，３１０人日、 平成３１年度で２２，２５１人日となっており、 平成２６年度実績より３，０００人日～

　

４，０００人日程度、 少なく、 補正する必要があります。

【国の標準的な算定基準による量の見込み】

現状 量の見込み（人日）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 ３０，９６０ ２８，８００ ２７，８４０ ２３，７６０ ２４，０００ ２６，４００ ２３，３１０ ２２，８１０ ２２，５５１ ２１，９３１ ２２，２５１

利用状況及び

量の見込み

延べ利用数

（１号認定）
３０，９６０ ２８，８００ ２７，８４０ ２３，７６０ ２４，０００ ２６，４００

６７ ６６ ６５ ６３ ６４

延べ利用数

（２号認定）
２３，２４２ ２２，７４５ ２２，４８６ ２１，８６８ ２２，１８７

公立（園児数、人） １２６ １１６ １１２ ９６ ９７ １０７

　　

′

私立（園児数、人） ３ ４ ４ ３ ３ ３

※ 「現状」 は、 幼稚園における常時利用園児数。
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【

　

補正後の量の見込み

　

』

０本市では、 一時預かり事業は、 幼稚園児の大部分が平日、 定期的に利用されています。
○このため全ての幼稚園児が年間 （２４０日） を通じて利用すると考えられるため、１号認定、 および２号認定 （教育） に年間利用日数を乗じて量の見込

みとします。

現状 量の見込み（人日）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 ３０，９６０ ２８，８００ ２７，８４０ ２３，７６０ ２４，０００ ２６，４００ ３０，２４０ ２９，５２０ ２９，２８０ ２８，３２０ ２８，８００

利用状況及び

量の見込み

延べ利用数

（１号認定）
３０，９６０ ２８，８００ ２７，８４０ ２３，７６０ ２４，０００ ２６，４００

９，８４０ ９，６００ ９，６００ ９，１２０ ９，３６０

延べ利用数

（２号認定）
２０，４００ １９，９２０ １９，６８０ １９，２００ １９，４４０

【補正後の量の見込み】

※量の見込み

　

＝

　

１号認定 （もしくは２号認定 （教育））

　

×

　

年間利用日数 （２４０日）
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１１「幼稚園における在園児を対象とした一時預かり」以外（０～５歳）

Ｋ国の手引きに従った量の見込

○国の算定手順に基づき推計した結果は、 平成２７年度で７，３４５人日、 平成３１年度で７，０００人日となっており、 平成２５年度実績より４倍以上多く

　

補正する必要があります。

【国の標準的な算定基準による量の見込み】

現状 量の見込み（人日）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 １，７４７ １，８０５ １，４７５ ２，２２２ １，５８７ ７，３４５ ７，３１７ ７，１９８ ７，０２５ ７，０００

利用状況及び

量の見込み

（園児数、延べ利

用者数）
１，７４７ １，８０５ １，４７５ ２，２２２ １，５８７ ７，３４５ ７，３１７ ７，１９８ ７，０２５ ７，０００

［

　

補正後の量の見込み

　

』

○補正後の量の見込みは、 国の標準的な算出基準による結果から、 保育所を利用希望している人の内、 保護者の用事の際、 親族等にみてもらったと回

　

答した割合 （７８．５％） を控除して算出します。

現状 量の見込み（人日）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 １，７４７ １，８０５ １，４７５ ２，２２２ １，５８７ １，５８２ １，５７６ １，５５０ １，５１３ １，５０８

利用状況及び

量の見込み

（園児数、延べ利

用者数）
１，７４７ １，８０５ １，４７５ ２，２２２ １，５８７ １，５８２ １，５７６ １，５５０ １，５１３ １，５０８

【補正後の量の見込み】

※量の見込み

　

＝

　

国の標準的な算定基準による量の見込み× （１－保護者の用事の際、親族等にみてもらったと回答割合

　

÷

　

保育所を利用希望している人）
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⑧病児・病後児保育事業 【病児・病後児保育】（０～５歳）

＝国の手引きに従った量の見込み』

○国の算定手順に基づき推計した結果は、 平成２７年度で２，４９９人、 平成３１年度で２，３８２人となっています。

【国の標準的な算定基準による量の見込み】

現状 量の見込み（人日）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 無 無 無 無 無 無 ２，４９９ ２，４８９ ２，４４９ ２，３９０ ２，３８２

利用状況及び量の見込み 無 無 無 無 無 無 ２，４９９ ２，４８９ ２，４４９ ２，３９０ ２，３８２

【

　

補正後の量の見込み

　

』

○子どもが病気等の時に親族・知人にみてもらえると回答した割合を控除 （４３．８％） して、 量の見込みを算出します。

現 状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

量 の 見 込 み（人 日）

Ｈ２１

　　　　

Ｈ２２

　　　　

Ｈ２３

　　　　

Ｈ２４

　　　　

Ｈ２５

　　　　

Ｈ２６

　　　　

Ｈ２７

　　　　

Ｈ２８

　　　　

Ｈ２９

　　　　

Ｈ３０ Ｈ３１

合 計

　　　　　　　　　　

佃

　　　　

鉦

　　　　

紐

　　　　

無

　　　　

紐

　　　　

紐

　　　　

１，４０４

　　

１，３９９

　　

１，３７６

　　

１，３４３

　　

１，３３９

利 用 状 況 及 び 量 の 見 込 み

　　　　　　　

紐

　　　　

盤

　　　　

無

　　　　

紐

　　　　

紐

　　　　

無

　　　　

１，４０４

　　

１，３９９

　　

１，３７６

　　

１，３４３

　　

１，３３９
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⑨ファミリ÷・サポート・センター事業 【子育て援助活動支援事業】（小学「年生から小学６年生）

匡 の手引きに従った量の見込割

　

○国の算定手順に基づき推計した結果は、 平成２７年度で３３６人、 平成３１年度で３２８人となっています。

　

０本市では、 本事業は就学前児童を対象に実施しているため、 就学児の実績はありません。

【国の標準的な算定基準による量の見込み】

現状 量の見込み（人日）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 ３３６ ３３０ ３２７ ３３５ ３２８

利用状況及び

量の見込み

小学校低学年 ３３６ ３３０ ３２７ ３３５ ３２８

小学校高学年 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

※ 【参考】 就学前児童の実績：平成２１年度・１８０人、 平成２２年度・８７人、 平成２３年度・１８２人、 平成２４年度．１８５人、 平成２５年度．９７人

Ｋ

　

補正後の量の見込み

　

』

　

０量の見込みの補正は、 両親の共働き家庭の年間利用希望日数が多いため、 年間利用希望日数を補正して算出します。
○アンケー ト調査ではファミリー・サポー ト・センター （くらぷ） の利用希望日数は、 約 ５割の回答者が ２～３ 日を希望しているため、 全体の平均希

　

望日数（３．６日）を用いて量の見込みを算出します。

現状 量の見込み（人日）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 １７３ １７０ １６９ １７３ １６９

利用状況及び

量の見込み

小学校低学年 １７３ １７０ １６９ １７３ １６９

小学校高学年 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

【補正後の量の見込み】

１５



⑩利用者支援事業【新規】

厘の手引きに従った量の見込割

○新たな利用者支援事業は、「子ども又はその保護者の身近な場所で、教育・保育施設や地域の子育て支援事業等の情報提供及び必要に応じ、相談・助

　

言等を行うとともに、関係機関との連絡調整等を実施する事業」 になります。 これまでの地域子育て支援拠点事業の「地域機能強化型」 の内容を拡

　

充し、 利用者支援事業に発展的に移行することとされています。
○実施場所として、「日常的に利用でき、 かつ相談機能を有する施設」 や 「市町村窓口など」 となっています。
○アンケート調査において、「母親学級および保健センターの情報・相談サービス」 の利用意向を尋ねたところ、４０．３％を超えており、 一定のニーズが

　

あると考えられます。
０市が主体となって実施していくことを想定し、 各年度１か所を見込みます。

【国の標準的な算定基準による量の見込み】

量の見込み（か所）

Ｈ２１

　　　　

Ｈ２２

　　　　

Ｈ２３

　　　　

Ｈ２４

　　　　

Ｈ２５

　　　　

Ｈ２６ ・

　　

Ｈ２７

　　　　

Ｈ２８

　　　　

Ｈ２９

　　　　

Ｈ３０ Ｈ３１

１ か所

　　

１ か所

　　

１ か所

　　

１ か所

　　

１ か所

利用状況及び量の見込み

　　　

１ か所

　　

１ か所

　　

１ か所

　　

１ か所

　　

１ か所
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⑰妊婦健診事業

＝国の手引き！こ従った量の見込み』

○妊婦に対する健康診査は、 母子保健事業として実施しており、 今回の制度改正により、 子ども・子育て支援事業計画において量を見込むことになり

　

ます。

○母子ともに健康で安心して出産するためにも、 妊婦すべてが受診すること （受診率１００％） をめざし、 人口推計の結果の前年度に健診を受けると想

　

定し、 次年度の０歳人口を量の見込みとします。

　　　　　　　　　　　　　　　　

′
現状 量の見込み（人）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

　

‐ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 ２７９ ３８８ ３９０ ３６０ ３６５ ３４６ ３３６ ３３０ ３２３ ３１４

利用状況及び

量の見込み
健診受診人数 ２７９ ３８８ ３９０ ３６０ ３６５ ３４６ ３３６ ３３０ ３２３ ３１４

【市の独自の考えによる量の見込み】
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⑫乳児家庭全戸訪問事業

匝 独自の量の見込み』

　

○乳児家庭全戸訪問事業は、 今回の制度改正により、 子ども・子育て支援事業計画において量を見込むことになります。

　

○全戸訪問事業であり、 訪問数は１００％であることから、 ０歳人口を量の見込みとします。

現状 量の見込み（人）
Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 ３７５ ３６９ ３８３ ３３８ ３４３ ３５２ ３４６ ３３６ ３３０ ３２３

利用状況及び

量の見込み

訪問件数 ３５０ ３５０ ３５６ ３２６ ３２６ ３５２ ３４６ ３３６ ３３０ ３２３

訪問率（％） ９３．３ ９４．９ ９３．Ｏ ９６．４ ９５二Ｏ

【市の独自の考えによる量の見込み】

⑲養育支援訪問事業

に市独自の量の見込み』

○養育支援訪問事業は、 今回の制度改正により、 子ども・子育て支援事業計画において量を見込むこととなります。
０本市では、 乳児家庭全戸訪問事業において、 養育支援が必要な家庭を再度訪問することで養育支援訪問を実施しています。
０量の見込みは、乳幼児全戸訪問事業において、支援が必要な家庭に再度訪問した件数のうち、養育支援が必要な家庭を対象とした訪問件数とします。
○平成２２年度から２５年度の訪問件数の平均値を量の見込みとします。

現状 量の見込み（人）

　　

宅蜜Ｌ
Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

合計 ９ ６ ５ ７ ７ ７ ７ ７ ７

禾１剛鴬級びー諭 賜蘇１訪問件数 ９ ６ ５ ７ ７ ７ ７ ７ ７
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■

　　

… ‐

住民基本台帳（外国人登録含む）をもとに、ゴーホート変化率法を用いて算出した平成２６年から平成３４年までの推計人□は下記の通りです。
（１） 就学前児童の推計人口

　

０歳から５歳までの就学前児童の推計人□をみると、平成２６年には２，２４１人となっていますが、平成３０年では２，１３９人、平成３４年で

は１，９９５人と減少しています。

（人）

　　　　　　

　

　　

　

　　

　　

　　

　

　　

　

　　

　

　　

　 　

　　

　

　　

　

　

３６７

　　　　

３６４

　　　　

３６８

　　　　

３７６

　　　　

３３１

　　　　

３５９

　　　　

３５２

　　　　

３４６

　　　　

３３６

　　　　

３３０

　　　　

３２３

　　　　

３１４

　　　　

３０７ ２９９

平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 平成３１年 平成３２年 平成３３年 平成３４年

１…１１１５歳児

澄４歳児

粥３歳児

２歳児

１１１歳児

■０歳児

１９



（２） 小学校児童の推計人口

６歳から１「歳までの小学校児童の推計人□をみると、平成２６年には２，５「７人となっていますが、平成３４年には２，２６３人と、各年で減少
しています。

－－－１１１歳児（小６）

悶１０歳児（小５）

拶９歳児（小４）

８歳児（小３）

１１７歳児（小２）

１６歳児（小１）

㈲ 間 間 扉 …竹富－薗 冒 冒 薗＼電…」…￥扉 扇
平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 平成３１年 平成３２年 平成３３年 平成３４年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０


